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トヨタ自動車株式会社様（以下、トヨタ自動車）は、環境問題等にも積極的に取り組んでおられ2011年に
発表した「トヨタグローバルビジョン」の中で、環境については「地球環境に寄り添う意識を持ち続ける
こと」としています。こうした理念・方針に基づき、2015年度には、環境取り組み長期ビジョン「トヨタ環
境チャレンジ 2050」を策定されています。このような取り組み体系のもと、事業経営に影響を及ぼす環境
リスクと機会を把握し、2050年に向けて社会と共に持続的に発展できるよう取り組んでおられます。
今回は、バイオエタノール開発にセルソーターSH800を利用していただいているトヨタ自動車株式会社
アグリバイオ事業部バイオテクノロジー室 MS開発グループ長の多田様に貴重なお時間を頂いてお話を伺い
ました。
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― トヨタ自動車がトヨタバイオ・緑化研究所を設
立された経緯を教えてください。
当時の奥田社長による「水問題・食糧問題を解決す
る事業の検討をせよ」というミッションにより、
1998年に事業開発部内に｢バイオ・緑化事業室｣が
設置されたのがトヨタバイオ・緑化研究所設立の前
身になっています。当時、自動車会社の研究所とし
ては、画期的な存在だったと思います。

― 自動車製造を根幹事業とされるトヨタ自動車の
中にあって、アグリバイオ事業等は異色の存在にも
見えますが…
トヨタ自動車も元々は自動車の会社ではありません
でした。トヨタ自動車は自動織機事業を立ち上げた
豊田佐吉による自動織機の発明から始まり、自動車
事業にチャレンジした豊田喜一郎により、自動車事
業が立ち上げられました。新たな事業や異分野に取
組む事は、トヨタ自動車にとって当然のことのよう
にも思います。
また、自動車製造とアグリバイオ事業は、一見する
と無関係に見えますが、必ずしもそうではありませ
ん。自動車は実に様々な部品が組み合わさって構成
されており、その中には、タイヤなど植物由来の部
品も不可欠です。
また近年では、石油由来の製品からバイオ技術を応
用した植物由来樹脂まで活用されています。このよ
うな取り組みには、バイオテクノロジーが不可欠で
す。また、CO2排出量の観点からも、バイオエタノ
ールは自動車の化石代替燃料として、重要なエネル
ギー源の一つとして考えています（図1）。

バイオエタノールは、植物資源から生産されるもの
でカーボンニュートラル(注釈1) を実現できる環境
に優しく持続可能なエネルギーの一つとして期待が
寄せられています。化石資源由来のガソリンと混合
して使用することもできるので、一定量までであれ
ば既存のガソリンエンジンで利用することができま
す。実際に、北米ではトウモロコシ、南米ではサト
ウキビを主な原料として、それぞれグルコース、ス
クロースを酵母によりエタノール発酵した第一世代
バイオエタノールが、ガソリンと混合して利用され
ています。
トヨタバイオ・緑化研究所では、第二世代バイオエ
タノール、そして次世代の研究を実施しています。

― 第二世代バイオエタノールとはどういったもの
でしょうか？
サトウキビやトウモロコシなど、食用にもなる原材
料から製造されたバイオエタノールが、第一世代と
定義されます。第二世代の茎やサトウキビを絞った
後の残渣、木質原料など、食用には利用できない廃
棄部分を利用する点が大きく異なります。
第一世代で利用する、トウモロコシでいう「実」の
部分は、デンプン質で、効率よくバイオエタノール
が生産可能で、いわゆる酒造工程と大きくは同様の
プロセスです。しかし「実」の部分は、人や家畜の
食用でもありこれは食糧問題と相反してしまう可能
性があります。そうなると、第一世代バイオエタノ
ールは、燃料として理想の原材料とは言えないと考
えています。その点、第二世代バイオエタノールは
破棄される部分、余剰にある非食用の部分を材料
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― セルソーターSH800Sをご使用いただいていま
すが、使い勝手などはいかがでしょうか？
操作について詳しくないメンバーでも、直感的にす
ぐに使えるところが素晴らしいですね。通常、理化
学機器はトレーニングマニュアルを片手に操作して
も難しく習得に時間がかかりますが、セルソーター
SH800Sでは、操作方法をウィザードで案内してく
れるので、マニュアルを読まなくても使用ができま
す。
特に、作業者に依存してしまう感度調整などもウィ
ザードがガイドしてくれるため、人為的なバラツキ
が少なく、安定的なデータが取得できるのも良い点
です。
ソーティングチップが使い捨てなのは、サンプル間
のコンタミネーションも気にせずに済みますし、サ
ンプルラインなどサンプルが触れるパーツは全て、
ユーザー自身が気軽に交換できる点が気に入ってい
ます。

注釈
1. 燃料利用でCO2を排出するがCO2を吸収する植物
を原材料とすることで循環する二酸化炭素量が増加
しないこと
2. 生物資源とバイオテクノロジーを用いて地球規
模の課題の解決と経済発展の共存を目指す考え方

セルソーターSH800S
簡単セットアップ・小型化を実現した“日本発”
セルソーター

・96/384シングルセルソート（SPモデル/384はオプション）
・目的に応じてオリフィスサイズを選択できるディスポーザブ
ルソーティングチップ
・直感に訴えるユーザーフレンドリーなソフトウェア
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― 具体的にはどのような研究方法なのでしょう
か？
微生物の育種研究を通じてスクリーニング（探索）
の効率化や評価手法の改善の重要性を常に感じてい
ました。新たな生物、化合物や現象を探す速度は、
開発の速度そのものに大きく影響しますし、得られ
る結果の大きさにも大変影響します。
そこで微小液滴を用いた探索技術を、微生物育種に
応用していきます。微小液滴を用いることで、評価
容量は飛躍的に小さくなり、大量のサンプルの操作
性も向上します。何よりこれまで評価しきれなかっ
た数の検体を評価することができるようになる可能
性があります。
このことはこれまで発見できなかったことを発見し、
利用することが出来るようになる可能性に繋がりま
す。このプロセスにおける評価・選抜にもソニー製
セルソーターに活躍してもらっています。


